
地震対策③／
火災対策
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切り取り線

①風上にまわり、風上で構える 
②やや腰をおとして低く構える 
③熱や煙を避け、炎には真正面か
ら向き合わない 
④炎を狙うのではなく、火の根元
を掃くように左右に振る 

わが家の火災予防対策 

家の内外の安全対策 
家の中の安全対策 わが家の耐震診断をしましょう

家の外の安全対策

●人の出入りが少ない部屋に家具をまとめる。 
●寝る部屋の家具は、体の上に倒れてこない
ように置く。 
●窓ガラスや食器棚のガラスに飛散防止フィ
ルムをはる。 
●L字型金具や重ね留め用金具、転倒防止シー
トなどを利用して家具の転倒や落下を防ぐ。 
●通路や出入り口には荷物を置かない。 
 

ブロック塀 

●屋根瓦にひび割れ、
ずれ、はがれがあ
れば補強する。 
●アンテナはしっか
り固定する。 
 

屋根 ベランダ 

●対象建築物 昭和56年以前に建てられた秩父市内にある1～2階建て木 
　　　　　　 造住宅で、延べ500平方メートル以下のもの 
●受付・問い合わせ窓口 秩父市役所地域整備部建築住宅課 
　　　　　　　　　　　（秩父市歴史文化伝承館3階） 
　　　　　　　　　　　電    話　0494-25-5214

●ベランダは常に整理整とんを。 
●植木鉢は落下しないよう低い
位置に置く。 
 

●ひび割れや傾きがあ
れば修理する。 
●土中にしっかりとし
た基礎部分がないも
のや、鉄筋が入って
いないものは補強する。 

●鎖でしっかりと
固定しておく。 

プロパンガス 

初期消火の3原則

出火原因別防火のポイント

通　報
●大声で「火事だ！」と叫び、
隣近所に知らせる。

●火災報知器や非常ベル
があればならす。
●小さな火でも必ず119
番に通報する。

初期消火
●火が横に広がっているう
ちは消火可能。
●消火器、水や座ぶとんな
ど手近なものを活用し
て消火する。

避　難
●火が天井に届いてしまっ
たら、まよわず避難する。
●燃えている部屋の窓ガ
ラスやドアを閉めて空気
を遮断してから避難する。

秩父市は木造住宅の無料耐震診断を実施しています 

　住宅用火災警報器は、火災の煙や熱を感知し、
警報音などでいち早く火災の発生を知らせるも
ので、すべての住宅に設置が義務づけられてい
ます。設置場所は、寝室、階段等です。 

住宅用火災警報器を設置しましょう 

寝室や階段への設置に向いています。
●煙感知式（煙タイプ）

台所などへの設置に向いています。
●熱感知式（熱タイプ）

●問い合わせ：秩父消防本部予防課　�0494-21-0121

　耐震基準が強化された昭和56
年6月以降に建てられていればい
ちおう安心です。 

建築年

　過去に地震などの災害に見舞
われていた場合、ダメージを受け
ている可能性があります。 

過去の災害履歴

　木造住宅の場合、鉄筋コンクリ
ート造りの基礎で、建物としっか
り一体になっていれば強い基礎と
いえます。 

　木造住宅は壁が多いほど揺れ
に強いと考えられます。また、壁
がほどよく建物の四隅に配置され
ていることも大切です。 

　平面・立面ともに凹凸の少ない
単純な形の建物は比較的安全です。
凹凸の多い複雑な建物や、大きな
吹き抜けがある建物は要注意です。 

　埋立地、低湿地、
造成で盛り土し
た場所、液状化
の可能性のある
砂質地盤などは
要注意です。 

　あなたの家は、大地震の揺れに耐えられる家ですか？　以下のチェッ
クポイントにしたがって、わが家の耐震診断をしてみましょう。ひと
つでも気になる項目があったら、専門家の診断を受けてください。 

地盤

基礎 形

壁

火災警報器
の
タイプ

消火器の使い方を覚えておきましょう

安全ピンに指をかけ、 
上に引き抜く 

ホースをはずして 
火元に向ける 

レバーを強くにぎって 
噴射する 
 
 

1 2 3

構え方 
放　火

●家の周囲に燃えやすいものを
置かない

●車庫や物置などに鍵をかける

配　線
●たこ足配線をしない
●傷んだコードは修理・交換する

コンロ
●油料理のときは火のそばを離
れない
●周りに燃えやすいものを置か
ない

たき火
●風の強いときや空気が乾燥し
ているときはしない
●周囲の安全を確認する
●消火用の水を用意し、終わった
ら必ず消火する

ストーブ
●ストーブで洗濯物を乾かさない
●周囲に燃えやすいものを置か
ない
●給油は火が完全に消えてから

たばこ
●寝たばこや投げ捨てをしない
●火がついたままその場を離れ
ない
●灰皿に水を入れておく

天井取りつけ型 
壁掛け型 


